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本仕様書は、北河内４市リサイクル施設組合（以下「発注者」という。）が令和７年度に発

注する「空気圧縮機取替修繕」に係る基本的内容について定めるものであり、本仕様書に明

記されていない事項にあっても、修繕の目的達成のために必要な器具又は、修繕の性質上当

然必要と思われる消耗品等については、受注者の責任においてすべて完備しなければならな

い。 

 

第１章 基本事項 

 

１．目的 

本組合には、容器包装プラスチックを梱包する際に使用する圧縮空気を作る空気圧縮機

（コンプレッサー）が２台（No.１及び No.２）あり、それぞれ隔年でメンテナンスを行って

いるが、近年、経年劣化で修繕箇所が急激に増え、メンテナンスが困難になってきているこ

とから、２台とも後継機種への取替修繕を行う。 

 

２．件名 

空気圧縮機取替修繕 

 

３．履行場所 

大阪府寝屋川市寝屋南一丁目７番１号（別添図面参照） 

 

４．工期 

（自）契約締結日   （至）令和８年３月 31 日 

当該業務を受注した者（以下「受注者」という。）による修繕作業の実施は、原則として施

設休止日（土曜日及び日曜日）とし、令和８年２月 28 日までに完了するよう努めること。た

だし、施設稼働日（月曜日から金曜日）における作業等が必要な場合、受注者は発注者と協議

すること。また修繕作業の工程については、発注者と協議のうえ承諾を得ること。 

 

５．検査及び試験 

材料の検査及び試験は発注者の監督のもとに行う。 



ただし、発注者が特に認めた場合は、受注者が提示する検査（試験）成績表をもって替え

ることができる。 

また、公的又はこれに準ずる機関の発行した証明書等で成績が確認できる材料については、

検査及び試験を省略する場合がある。 

 

６．提出書類等 

受注者は、本仕様書に基づき、発注者の指示する下記の書類を期日までに提出し、発注者

の承認を受け、詳細設計を実施すること。ただし、受注者の特許等に関するものについては

この限りでない。なお、整備完了後に提出する書類に併せて、内容はすべて電子データ（エ

クセル、ワード、CAD、PDF 等）として DVD-R に格納し、ハッピーファイルに入れて提出する

報告書の１部に添付すること。 

(1) 着手前に提出するもの 

ア 現場代理人等届（監理技術者及び主任技術者届含む） 

イ 着手届 

ウ 経歴書（現場代理人、監理技術者、主任技術者） 

エ 修繕工程表（日間工程表、全体工程表） 

オ その他監督職員から提出を求められた書類 

(2) 修繕作業前に提出するもの 

ア 施工計画書 

イ 下請負者（委任者）通知書 

ウ 主要資材発注先届 

エ 施工体制台帳・体系図（修繕を施工するために、締結した下請契約の代金の総額が

3,000 万円以上になる場合） 

オ 安全管理体制表 

カ 連絡体制表 

キ 資格者名簿（作業員名簿含む） 

ク 仮設計画（仮設工程がある場合） 

ケ その他監督職員から提出を求められた書類 

(3) 修繕作業中に提出するもの 

ア 修繕日誌 



イ その他監督職員から提出を求められた書類 

(4) 修繕完了後に提出するもの 

ア 修繕報告書（完成図書） 

修繕種目ごとにインデックス等で整理し、必要に応じて添付する設備機器の完成図

面を含み一括で提出すること。また、作業完了後に稼働前の点検及び検査等に測定機

器を使用する場合は、必要に応じ検査成績書及び校正履歴などの管理記録を併せて提

出すること。 

イ 修繕記録写真 

写真撮影要領は次のとおりとする。 

(ア) 各設備機器の点検作業の工程毎に作業前、作業中及び作業後と、同一の作業が

時系列に履行確認できるよう必要に応じておこなうこととし、被写体に作業内容を

明記した黒板等が映り込むようにすること。ただし、アルバム整理用ソフト等で作

業内容を撮影した写真に対して明確に記入できる場合は、黒板等の映り込みを省略

してもよい。 

(イ) 部材寸法や機器の可動部のクリアランス値、計器類（圧力計、電流計、絶縁抵

抗測定等）の指示値を確認する点検の場合、その数値を拡大撮影し、写真により確

認できるようにすること。 

（ウ） 修繕の結果、更に是正等の必要がある部分が発覚した場合、その設備機器の箇

所の状況が十分に把握できるよう写真撮影を行い、その内容について説明を記載し

た所見を添付すること。 

 

７．疑義 

本仕様書について設計又は修繕施工中に疑義が生じた場合、受注者は発注者と協議し、そ

の指示に従うものとする。 

 

８．変更 

本仕様書については、原則として変更は認められないものとする。 

ただし、発注者の指示等により変更する場合はこの限りではない。 

 

９．正式引渡 



検査完了後とする。 

 

10. 保証 

本修理に係る保証期間は、正式引渡の日から１か年とする。 

ただし、消耗品及びその取替費用はこの限りではない。 

 

11．その他 

(1) 関係法令等を遵守すること。 

(2) 施工に際しては、労働災害の防止・現場管理の方法等について発注者と十分協議し、事故

の防止に努めること。 

(3) 既設物件の損傷・汚染防止に努め、万一損傷・汚染が生じた場合は、受注者の負担で速や

かに復旧すること。 

(4) 許認可申請の手続きで、発注者の指示するものについては、受注者の経費負担により代行

すること。 

 

  



第２章 修繕内容 

 

１．機種仕様 

(1) 既設機（日立産機製 PBD-7.5M6 400ｖ仕様）の後継機種又はその相当品 

  参考機種：日立産機製 PBD-7.5MNB6（別添図面参照） 

(2) 既設機は、本施設中央制御室から遠隔操作及び監視ができるようになっているため、同様

の遠隔操作及び監視ができるような仕様とすること。 

 

２．修繕仕様 

(1) 機器の搬入搬出については、本施設のホイストの使用を認めるが、吊りしろがないため、

事前に現場を確認し、十分熟知した上で作業にあたること。 

(2) 圧縮空気は施設の計装機器に使用されているため、空気圧縮機の取替修繕は１台ずつ行い、

施設運営に影響がないようにすること。 

(3) 動力線は、既設流用とする。 

 


